
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。

「広島神楽」定期公演へようこそ！
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小 碓 命
川 上 猛
五 十 猛
侍 女

・・・
・・・
・・・
・・・

森 廣  洋
真 倉  仁 司
大 野  真 司
香 浦  匠 汰

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　

・・・
・・・
・・・
・・・

上 中  寛 輝
岡 田  真 歩
河 野  隼 人
岡 田  真 季

　人皇十二代・景行（けいこう）天皇の御代、九州・筑紫に大きな勢力を持ち、大和朝廷に背き、万民を苦しめていた熊襲（くまそ）
の頭・川上猛（かわかみたける）を征伐するため、第二の皇子・小碓命（おうすのみこと）は女装して川上猛に近づき、機会を見て討
ち取ります。
　この時、川上猛は「西国において自分より強い者は居ないと信じていたが、小碓命は日本一の武勇者である。よって今より日本武
尊と名乗るように」と言い残し絶命するという物語です。

第二幕『日本武尊』（やまとたけるのみこと）

・・・
・・・

帯中津彦命
高 麻 呂

森 廣  洋
香 浦  匠 汰

・・・
・・・
・・・

塵 倫
小 鬼
小 鬼

真 倉  仁 司
河 野  隼 人
竹 下  靖 彦

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　

・・・
・・・
・・・
・・・

大 野  真 司
岡 田  真 歩
山 本  諒 平
岡 田  真 季

　人皇・第14代仲哀（ちゅうあい）天皇の御代、異国より日本征伐を企てて数万の軍勢が攻めてきました。
　その中に塵輪という身に翼があり、黒雲に乗って虚空を自由に飛び回る神通自在の大将軍がおり、国々村里を荒らし、多くの人民
を滅ぼしていました。しかし、我が国にはこの大悪鬼にかなう者がいませんでした。
　そこで仲哀天皇自ら不思議な霊力のある十善万乗（じゅうぜんばんじょう）の神変不測の弓矢を持って、神通力を持ち戦術にも
長けた鬼を退治されたという物語です。

第一幕『塵倫』（じんりん）

今田神楽団プロフィール ～山県郡北広島町～
　今田神楽団は広島県山県郡北広島町今田地区に現存する、今田八幡神社及び後有田新宮神社に神楽を奉納するため、明
治中期より結成し、活動が始まったと言われています。
　現在、20代から60代までの団員約20名で構成し、伝統の舞を大切に継承するとともに、新しい舞を創造し、楽しくそして厳
しく、年間を通じて練習に励んでいます。年間およそ20回程度、イベントや秋祭り等で上演にお客様に大変ご好評をいただい
ております。

いまだかぐらだん


